
揖斐タクシー訪問介護サービス事業所運営規程

(事業の目的)

第1条 揖斐タクシー株式会社が開設する指定訪問介護事業所（以下｢事業所｣という。）

が行う指定訪問介護の事業（以下｢事業｣という。）の適正な運営を確保するために人員

及び運営管理に関する事項を定め、事業所の介護福祉士又は訪問介護員の研修の修

了者（以下｢訪問介護員等｣という。）が要介護状態又は要支援状態にある高齢者に対し、

適正な指定訪問介護を提供することを目的とする。

（運営の方針）

第 2 条 事業所の訪問介護員等は、要介護者等の心身の特性を踏まえて、その有する能力に

応じ自立した日常生活を営むことができるよう、入浴、排泄、食事の介護その他の生活

全般にわたる援助を行う。

2 事業の実施に当たっては、関係市町村、地域の保険・医療・福祉サービスとの綿密な連

帯を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。

（事業所の名称）

第 3 条 事業を行う事業所の名称及び所在地は、次の通りとする。

一 名 称 揖斐タクシー訪問介護サービス

二 所在地 岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪 910―2

（職員の職種、人数、及び職務内容）

第 4 条 事業所に勤務する職種、員数、及び職務内容は次のとおりとする。

一 管理者 管理責任者 1 名

管理者は、事業所の従業員の管理及び業務の管理を一元的に行う。

二 サービス責任者 1 名（常勤）

サービス責任者は事業者に対する技術指導、訪問介護計画の作成等を行う。

三 訪問介護員数

     １級課程修了者       １名

     ２級課程修了者       ９名（常勤）

四 事務職員           １名（非常勤）

事務員は、経理等の必要な事務を行う。

（営業日は及び営業時間）

第 5 条 事業所の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。

一 営業日 毎週月曜日から金曜日までとする。ただし、祝日及び 12 月 31 日から 1 月 3



日までを除く。

二 営業時間 午前 8 時から午後 5 時までとする。

（訪問介護の内容及び利用料等）

第 6 条 指定訪問介護の内容は次のとおりとし、指定訪問介護を提供した場合の利用料の額は、

厚生労働大臣が定める基準によるものとし、当該指定訪問介護が法定代理受領サービ

スであるときはその 1 割とする。

一 身体介護

二 生活援助

三 通院等乗降介助

（緊急時等における対応）

第7条 訪問介護等は、訪問介護を実施中に、利用者の病状に急変、その他緊急事態が生じた

ときは、速やかに主冶医に連絡する等の措置を講ずるともに、管理者に報告しなければ

ならない。

（通常の事業の実施地域）

第8条 通常の事業の実施地域は揖斐郡内とする。

(利用者に関する市町村への通知)

第9条 利用者が、正当な理由なく指定訪問介護の利用に関する指示に従わずに要介護状態

等の程度を増進させたと認められるとき、偽りや不正な行為によって保険給付を受けた、

あるいは受けようとしたときは、市町村に対して通知する。

（勤務体制の確保）

第 10 条 利用者に対して、適切な指定訪問介護を提供できるよう、訪問介護等の勤務体制を定

める

2 訪問介護員等の質的向上を図るための研修の機会を次のとおり設ける。

一 採用時研修 採用後 6 ヶ月以内

二 継続研修       年 1 回以上

（衛生管理等）

第11条 訪問介護等の清潔の保持及び健康状態について、定期健康診断などの必要な管理を

行う。

2 事業所の設備及び備品などについて、衛生的な管理に努める。

（秘密保持）



第12条 従業者は業務上知り得た利用者またはその家族の秘密を保持する。

2  従業者であった者に、業務上知り得た利用者またはその家族の秘密を保持させるため、

従業者でなくなった後においてもこれらの秘密を保持するべき旨を、従業者との雇用契

約の内容とする。

3  サービス担当者会議などにおいて、利用者の個人情報を用いる場合は利用者の同意を、

利用者の家族の個人情報を用いる場合は当該家族の同意を、あらかじめ文書により得

ておく。

（居宅介護支援事業者に対する利益提供の禁止）

第13条 居宅介護支援事業者又はその従業者に対し、利用者に対して事業者によりサービスを

利用させることの対象として、金品その他の財産上の利益を供給することはしない。

（苦情処理）

第 14 条 提供した指定訪問介護に対する利用者からの苦情に迅速かつ適切に対応するため、

相談窓口の設置など、必要な措置を講じる。

2 自ら提供した指定訪問介護に関して、介護保険法第 23 条の規定により市町村が行う文

書などの提出や提示を求め、当該市町村の職員からの質問や照会に応じるほか、利用

者からの苦情に関して市町村が行う調査にも協力する。市町村から指導又は助言を受

けた場合にそれに従って必要な改善を行う。

3 指定訪問介護等に対する利用者からの苦情に関して、国民健康保険団体連合会が介護

保険法第 176 条第 1 項第 2 号に基づき行う調査に協力する。自ら提供した指定訪問介護

に関して国民健康保険団体連合会から指導または助言を受けた場合は、それに従って

必要な改善を行う。

（事故発生時の対応）

第 15 条 利用者に対する指定訪問介護の提供により事故が発生した場合には、速やかに市町

村、利用者の家族等に連絡するとともに、必要な措置を講じる。

2 利用者に対する指定訪問介護の提供により賠償すべき事故が発生した場合に

は、損害賠償を速やかに行う。ただし、事業所の責に帰すべからざる事由による場合は、

この限りでない。

（会計の区分）

第16条 事業所ごとに経理を区分するとともに、指定訪問介護の会計とその他の事業の会計を区

分する。



（記録の整備）

第 17 条 従業者、設備、備品及び会計に関する諸記録を整備する。

2   利用者に対する指定訪問介護の提供に関する記録を整備するとともに、完結の日から

2 年間保存する。

（その他）

第 18 条 この規程に定める事項のほか、運営に関する重要事項は揖斐タクシー株式会社 代表

取締役と事業所の管理者との協議に基づいて定める。

付則

この規程は、平成 20 年 2 月 1 日より実施する。

       

平成  20 年 2 月 5 日

岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪９１０－２

                                揖斐タクシー株式会社

       代表取締役 久 保 田 一 成   印


